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2024年度総会・新春懇親会開催
総会には会員45名が出席、２議案を承認

大阪駅前第1ビル12階 神仙閣大阪店にて 2024年1月21日(日)

毎年総会・新春懇親会の会場としていた『スーパードライ

梅田』が10月末をもって閉店することになり、2024年度総会・

新春懇親会の会場をあらたに探すことになりました。会場の

選定と開催日時およびその運営について、親睦部会の皆さん

に検討をお願いしました。親睦部会の池田希和夫副会長、菊

池憲司常任幹事、澤口朋哉常任幹事、高橋正吾幹事等の皆さ

んが打ち合わせと開催会場との協議をすすめ、12月13日(水)

開催の第3回役員会に、1月21日(日)神仙閣大阪店での開催案

を諮り、承認決定されました。同日に、会員ならびに関係先

に案内を発出しました。

当日の1月21日(日)は、神仙閣の開店が11:00で、受付開始

を10：45とご案内していたため多くの方にお待ちいただくこ

とになり、ご迷惑をおかけしました。神仙閣開場と同時に受

付の準備を始めたため受付対応に多少まごついたものの大き

な混乱もなく予定通り総会を開始することができ、ご出席の

皆様のご協力に感謝いたします。

〈総会〉11：15～11：50

菊地茂昭副会長が、2024年度総会の開会を宣言し、議長に

平野良夫副会長を選出する提案をし承認されました。平野副

会長による議長就任の挨拶の後、議事に入りました。

第1号議案 2023年度事業報告、収支決算報告および監査報

告

2023年度実施事項として、ホームページ有効活用の検討と

一部更新を行ったこと、ホームページとIT関連機器の更新を

計画的に行うため積立金制度を導入することを報告しました。

さらに、6月にいただいた寄附金とこの積立金を基に将来

の支出などに備える『つなぐ基金(仮称)』を提案しました。

議長の指名により岡豊監事より会計監査結果が報告されま

した。

第2号議案 2024年度事業計画および収支予算計画

2024年度事業計画は、会員減少による収入縮小傾向を考慮

し支出も抑制する計画にしています。2025年の「創立70周年

記念」を想定した事業については、今後各部会(親睦部会、

スポーツ部会、広報部会)において、具体策の検討をすすめ

ます。また、1月1日に発生した「能登半島地震」について懇

親会等で災害義援金を募り、被害の大きい石川県にお渡しす

る提案をしました。

第１号議案、第２号議案とも拍手で承認いただきました。

総会終了後、出席者全員で神仙閣ロビーに移動していただ

き、記念撮影をしました。 (事務局K)
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関西岩手県人会2024年度総会・新春懇親会の開催の挨拶に

先立って、今般の令和6年能登半島地震で犠牲になられた方々

に心からお悔やみ申し上げますとともに、被害に遭われた皆

様にお見舞い申し上げます。

本県でも被災者に対し、災害派遣医療チームである岩手DMA

Tや保健師等の応援派遣を行っており、また、追加の職員派遣

や物資支援についても応援要請があり次第対応していきます。

さて、関西岩手県人会の皆様には、高校野球や高校ラグビー

の全国大会出場校に対する激励や応援をいただいているほか、

東日本大震災津波からの復興などに関する支援イベントの企

画・実施、県産品の普及・販売にご協力いただくなど、日頃

からふるさと岩手の発展のため、あらゆる分野で御支援、御

協力をいただいておりますことに対し、深く感謝を申し上げ

ます。

東日本大震災津波から間もなく13年となります。

これまでに、復興道路や津波防災施設等の整備が進むなど、

ハード事業の多くが終了し、新たな復興の段階にきています。

昨年6月4日には、天皇皇后両陛下のご臨席を仰ぎ、高田松

原津波復興祈念公園において、第73回全国植樹祭を開催し、

東日本大震災津波で大きな被害を受けた被災地の復興の姿と

祝 辞 岩手県知事 達増拓也

代読 高橋孝政 岩手県商工観光部副部長

これまでの御支援に対する感謝を多くの方々にお伝えするこ

とができました。

一方で、被災者のこころのケアやコミュニティの形成支援、

主要魚種の不漁など、被災地の課題は複雑化しています。こ

のような被災地の実情に応じて、被災者一人ひとりに寄り添っ

た復興を進めてまいりますので、引き続き、お力添えを賜り

ますようお願いいたします。

また、ニューヨーク・タイムズ紙の「2023年に行くべき52

カ所」への掲載や、大谷翔平選手をはじめとする若者の活躍

など、岩手に関する情報が、かつてないほど世界に拡散され、

岩手・盛岡を訪れる方が増えています。この好機を捉え、今

月から3月までの3か月間、JR東日本と連携した冬季観光キャ

ンペーン「しあわせな予感いわて冬旅キャンペーン」を展開

しています。温泉やスノーリゾート、三陸沿岸の冬の味覚や

絶景など、岩手の特色ある冬季観光コンテンツを生かして、

岩手の良さを発信し、更なる岩手ファンの拡大に努めてまい

りますので、引き続き、皆様のお力添えを賜りますようお願

いいたします。

新しい年が、関西岩手県人会の皆様にとりましても、すば

らしい年となりますよう祈念しまして、挨拶といたします。

令和6年1月21日

岩手県知事 達増拓也

〈新春懇親会〉12：00～14：30

来賓4名を含め47名が、6つの円卓に7～8人に分かれて着く、

中華料理スタイルの宴会でした。懇親会の進行・運営は親睦

部会が担い、澤口朋哉常任幹事が司会進行を行いました。

司会者の開会の宣言の後、昨年亡くなられた会員(村山武雄

様、松浦勝美様、小野寺正芳様、和田浩様)並びに東日本大震

災犠牲者、そして元旦に発生した能登半島地震犠牲者へ黙と

うを捧げました。

池田希和夫副会長による開会

の挨拶の後、司会者が来賓4名

(岩手県商工観光部・高橋孝政副

部長、岩手県商工企画室・中田

修主任主査、京都岩手県人会・

佐藤耕吉会長、関西奥州会・鈴

木修会長)を紹介し、来賓を代表

して高橋孝政副部長が達増拓也

知事の祝辞を代読しました。

京都岩手県人会佐藤耕吉会長

に乾杯のご発声をいただき、会

食・懇談が始まりました。あちらこちらで

談笑が見られました。和気あいあいと懇親

会が進み、新入会者の紹介が始まりました。

当日出席された小野寺修さん(奥州市)、

齊藤颯さん(滝沢市)、佐々木順行さん(花巻

市)、高橋豊文さん(北上市)、松本美津子さ

ん(花巻市)、百濟正和さん(花巻市)が自己

紹介と県人会への期待などを話されました。

若槻修さん(IBC岩手放送大阪支社長・釜石

市)も新入会者でありTV局の支社長としては

初参加でした。

神仙閣には他のお客さんもおり、カラオケや音の出る出し

物は自重せざるをえませんでしたが、終始和やかな雰囲気の

中で楽しい時間を過ごすことができました。

中締めは、馬場慶次郎幹事が県人会の発展および出席者の

健康を祈って三本締めで締めました。司会澤口常任幹事から

閉会が宣言され、『ふるさと土産』を手に帰途につきました。

会場のテーブルに「能登半島地震災害義援金」募金箱を置

き、出席の皆さんから義援金をいただき

ました。この義援金は石川県大阪事務所

に出向き、石川県観光戦略推進部誘客戦

略課西日本誘客推進室・遠藤信広室長様

にお預けしました。 (事務局K)

新春懇親会
懇親会には来賓を含め47名が参加

高橋副部長

京都岩手県人会 佐藤会長 関西奥州会 鈴木会長

名司会者⁉

新人会者の面々
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岩手県大阪事務所赴任1年が過ぎ 「希望郷いわて」に貢献していく！ 武藤健一

日頃より関西岩手県人会の皆

様には岩手県及び県大阪事務所、

青森・岩手えぇもんショップの

各種取組にご協力いただき、改

めて感謝申し上げます。1月の交

流会では他の用事の都合上、交

流会に出席できず申し訳ありま

せんでした。

また1月の能登半島沖地震で被

災された皆様に、謹んでお見舞い申し上げます。県ごとに支

援する自治体を決める対口(たいこう)支援として本県は能登

町を担当することとなり、官民様々な方が支援に入られてい

るところです。

東日本大震災から13年が経過しましたが、あの頃を思い出

します。北陸地方からも多くの支援を受け、大阪府はじめ関

西の皆様からも多くの支援をいただきました。万博の会場予

定地である夢洲では本県の震災瓦礫を受け入れていただきま

した。改めて全国の皆様に支えられての本県の復興があるこ

と、広域での交流や助け合うことの大切さを感じさせられ、

来年には70周年を迎える関西岩手県人会の皆様には本県と関

西地区の交流のかけ橋となっていただいていることにも深く

敬意を表する次第であります。

当事務所及びアンテナショップのミッションとしては観光・

物産情報の発信、企業誘致や交流拡大に向けた関係機関の支

援等となります。いわて県民計画(2019～2028)の基本目標

「東日本大震災津波の経験に基づき、引き続き復興に取り組

みながら、お互いに幸福を守り育てる希望郷いわて」に貢献

すべく、関西岩手県人会の皆様とともに、各種施策を実施し、

故郷いわての発展につなげてまいりたいと思いますので、引

き続きご協力いただきますようお願い申し上げます。

今年の冬の観光キャンペーンのポスターと、アンテナショップ

のセールスのため私が描いたＰＯＰです。

IBC岩手放送大阪支社長挨拶
東京支社長と兼務 岩手の良さをPRする

若槻 修

ＩＢＣ岩手放送(ＭＢＳ・ＴＢＳ系

列、以下ＩＢＣ)の若槻修です。去年

４月に大阪支社長となりました。東

京支社長と兼務のため、東京に居を

構えながら毎月3～5回ほど大阪に来

るという生活をしています。毎回1泊

から2泊しますので、去年は４月から

の9か月間でのべ67日間、ほぼ4日に1

日、大阪におりました。住んでいな

いのに歴史ある「関西岩手県人会」

に入れていただくのは若干、気が引

けるのですが、岩手のような広い心でご容赦いただければ幸

いです。

簡単に自己紹介させていただきます。1965年(昭和40年)釜

石市鵜住居町生まれです。1歳の時に当時の水沢市、現在の奥

州市に移り、小・中・高と過ごしました。 初の就職先は北

海道のテレビ局で1997年(平成9年)にＩＢＣに転職しました。

ＩＢＣでは報道部を中心にテレビ制作部や東京支社営業部な

どに在籍し、去年4月から東京支社長兼大阪支社長を務めてい

ます。

大阪では仕事柄、さまざまなスポンサー企業や広告会社の

皆様とお会いする機会が多くあります。それぞれの場で岩手

の良さをＰＲしていきたいと思います。またできるだけ県人

会の懇親会に出席して皆様と親睦を深め、大阪・関西の魅力

を教えていただきたいと思っております。どうぞよろしくお

願いいたします。

★★★ スポーツ部会からの報告 ★★★ スポーツ部会 平野良夫

高 校 駅 伝
2023年12月24日(日)、たけびしスタジアム京都(西京極運動

公園)スタート・ゴールで全国高校駅伝競走大会が開催されま

した。お天気が良くてスタジアムはよく日が当たりぽかぽか

と温かい日となりました。

岩手県からは女子が花巻東高校と盛

岡誠桜高校の2校が、男子は初出場の

盛岡大付属高校が冬の京都をたすきを

つなげ走り切りました。結果は男女と

も全国レベルとはいいがたく、花巻東

33位・盛岡誠桜47位・盛岡大付属44位

という結果でした。

東北勢では仙台育英が男女とも強く

女子は２位と優勝にあと一歩でした。我が岩手県勢も頑張っ

て上位に名前を連ねてほしいですね。 (事務局N)

(毎日新聞より)
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高校ラグビー in 花園 高校女子サッカー

〈高校ラグビー(第103回) 県勢 花園100勝ならず〉

宿泊先(Hフクラシア大阪ベイ)

での激励会から2日後の大会初日

(12/27)、黒沢尻工業(4年振り32

回目)は仙台育英との初戦を迎え

た。春の東北大会-新人戦3位決

定戦で勝利(28-12)した相手とは

言え東北選手権3連覇中の育英戦

に楽観視できない中、黒工のキッ

クオフで試合開始。

しばらく敵陣でのもみあいが

続いたものの次第に自陣に押し

込まれ、開始15分後に先制トラ

イ。前半・０-15でなんとか折り返した後半は2トライと善戦

したものの、防御網が機能せず無念の敗退(10-46)。試合終了

後に育英選手達が黒工応援スタンド前で感謝の挨拶。まさに

ラグビーのノーサイド精神ここにあり…のすがすがしい思い

を胸に帰路へ。

東北勢で唯一初戦を勝ち上った育英も2回戦ではシード校大

分東明に完敗(０-74)。シード13校中2校が初戦敗退とは言え

シードの壁はぶ厚いものがあり、県勢の直近10試合(初戦：5

勝5敗)の状況では『1回戦突破』の目標が現実的か。

〈高校ラグビーの歴史・ミニ〉

1928年に盛岡一が創部した記録はあるが県内校の本格的な

創部は戦後で、1946年・盛工、翌年に黒工・黒北・宮古・一

関一と続き1966年には21校まで増え、1999年の26校がピーク

と思われる。 〈2014年3月原英子著 県立盛岡短大研究論文より〉

今回の第103回でみると出場16校と大幅に減少しており、こ

の中の10校は単独ではチーム編成ができず、隣接校が合同で4

チームを編成する厳しい現実。

県勢の全国大会初出場は第30回(1950年)の盛工で通算35回

出場53勝(優勝・準優勝各2回)。黒工は32回出場41勝(準優勝1

回)で黒北が8回出場5勝(他に出場2回の宮古)。抽選勝ち(6）

を含めた県勢の勝利総数は99勝(75敗)。

…「全国大会100勝」は何時・どこが。

平野副会長と梅木キャプテン

県人会応援団 えんじ色が黒工

今年の高校女子サッカーの集大成となる第32回全日本高等

学校女子サッカー選手権大会が三木市(兵庫県)で開催され、

専大北上(東北地区③位)が2大会振り7度目の出場。このブロッ

ク(8校)には東北勢3校が集中し“星のつぶしあい”が懸念さ

れたが、初戦(12/30)で専北0-4修徳(関東地区①位/東京)で敗

れ、強豪の常盤木(東北地区①位/宮城)0-4常葉大付属(東海地

区②位/静岡)と2校が敗退。つぶしあいは杞憂に。東北地区②

位の聖和学園(宮城)のみ初戦勝利したが、専北を敗った強豪

校修徳に敗れ(2-3)、改めて全国レベルの高さが印象付けられ

た。

都道府県対抗女子駅伝

皇后盃第42回全国都道府県対抗女子駅伝競走大会が1月14日

(日)たけびしスタジアム京都付設駅伝コースで開催されまし

た。その運動公園では京都ふるさと連加盟の18県人会がブー

スを開いてご当地グルメを提供していました。京都岩手県人

会では岩手のお酒と一関市

から取り寄せたお餅を炭火

で焼いてぜんざいを販売し

ていました。

スタート前には出場選手

の紹介がありました。スタ

ンドの各地元の人たちから

「がんばれー！」などの声

がかかり、選手は笑顔で手を振るシーンが見受けられ、いか

にも都道府県対抗という雰囲気がします。選手もその声援で

リラックスするのでしょう。

駅伝の結果は、我が岩手県は24位でした。各区の選手の順

位を見ると中学生や高校生の選手の中に10位台があって若手

が頑張りました。アンカーがスタジアムに入ってきたときは2

5位でしたが、第3コーナーで前の選手を追い抜いて24位でフィ

ニッシュしました。競技が終わって岩手県人会の屋台に集合

した選手は、温かいぜんざいを振舞われて笑顔で頬張ってい

ました。皆がんばってくれました。これを見たら来年も応援

しようと思いますね。 (事務局N)
選抜高校野球 一関学院 あと一歩

第96回選抜高校野球大会の予選となる東北大会が昨年10月

に行われ、岩手①位の一関学院が4強に。今春から東北枠が1

枠増え選ばれる可能性は高かったが、１月26日に発表された

3枠目は学法石川(福島③)。一関が対戦した相手校が福島②・

秋田②に対し、学法石川は宮城①・秋田①と強豪校を連破し

たことが決め手になったと思われる。

尚、決勝を争った青森勢2校(青森山田・八戸光星)は2016

年に続いての同時出場。一方2020年の仙台育英・柴田、2022

年仙台育英・東北と宮城県勢も2校同時出場を決めており、

岩手県勢の追随を期待するのみ。

注：2017年に盛大付属と不来方(21世紀枠)の2校出場はあ

るが、選出方法が異なる為同列視せず。 選手団と応援の皆さんと競技後の記念撮影
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連載シリーズ №12
「イーハトーブの国から」

「山田湾にイセエビあらわる！」
自然派カメラマン 多賀谷真吾（花巻市在住）

前回の寄稿で、熊の異常出現のことを書いた。

陸の上もおかしな状況であるが、岩手の海の中にも異変が

起きている。

先日、久々に山田町の漁師の作業場を訪れた。古くからの

友人である。毎日のように海に向き合う漁師の話はいつもお

もしろい。近況を報告しあったところで、 近の海況に話が

およんだ。

「湾内にイセエビがいるっけね。」

「何ですって！あの暖かい海にいる生物が？」

山田湾は海の十和田湖とも呼ばれ、きわめて穏やかだ。そ

れでいて、水深は40メートル以上ある。湾内の海水は3日で入

れ替わる潮通しのよさもあって、中層で牡蠣、下層でホタテ

が育つ冷たい水だ。

暖かい海を好むイセエビは、房総半島以南に分布するとさ

れる。黒潮から離れ、太平洋岸沿いに福島、宮城、そして岩

手の陸中海岸にたどりついたのだ。

そういえば、沖縄の熱帯魚が黒潮に乗って本州の潮岬まで

やってくることがある。だが、冬に水温が下がると、寒さに

耐えられずに死ぬ。死滅回遊魚とよばれるゆえんだ。

山田湾にやってきたイセエビも、このまま居着くかどうか

わからない、と漁師は言う。かといって、高価なイセエビが

定着してくれれば漁業は安泰だ、などとのんきなことは言っ

ておられない。

近、岩手の水産物は低迷している。鮭、秋刀魚、鮑、し

らす、真鱒、雲丹、スルメイカなど、ことごとく獲れない。

安定して出荷できるはずのホヤ、牡蠣、ホタテも冴えないら

しい。海水がぬるくなったのだ。

水温が4～5度も上昇していると聞けば、地球温暖化の影響

は誰の目にも明らかである。人間だって、体温がわずか１度、

２度上がるだけでたいそう辛い。それを考えれば、海の魚も

苦悶しているはずだ。いや、とっとと逃げていなくなってし

まうに違いない。

この冬は暖かく、内陸の雪も極端に少ない。

2月に盛岡市内を歩いた時も、残雪のかけらすら目にしなかっ

た。花巻市石鳥谷町のたろし滝も、今年は計測不能という判

定だ。雪が少ないことは、車の運転や雪下ろしの点では楽で

ある。

だが、東和町の友人農家の顔は浮かない。雪解け水が少な

ければ、田んぼの引水に影響するという。それに、海に流れ

込む雪しろ(融雪水)が少なければ、春さきの花見牡蠣も、栄

養不足で大きく太らない。

海も陸も、この冬は憂いに尽きないのであった。

岩手県田野畑村北山崎のなごり雪(2009年3月26日、多賀谷真吾撮影）
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関西宮沢賢治の会～入会の勧め～
関西宮沢賢治の会 会長 深田 稔

関西岩手県人会の皆さん、賢治さんの歌碑が比叡山にある

のをご存知ですか？歌碑は1957(昭和32)年に、賢治さんを慈

しんだ葉上照澄上人(本会初代会長、千日回峰行達成、大阿闍

梨)の発願によって建立されました。

以来、賢治さんの命日9月21日に、延暦寺高僧により法要が

営まれています。本会は、賢治さんを慕う同好者により歌碑

建立8年後の賢治33回忌の節目に設立(1965年、昭和40年)、毎

年この法要に参列させてもらい献花、焼香して賢治さんを偲

んでいます。

今年は本会設立60年(賢治92回忌)を迎えます。地元の花巻・

盛岡を除けば、宮沢賢治研究会(東京・設立1949年、昭和20年)

に次ぐ由緒ある賢治の会といえます。

平沢農一第二代会長が2004年(平成16年)に亡くなり、3年ほ

ど休眠状態で推移、会の存続を願う近畿在住の岩手大学農学

部と工学部卒業生の働きかけにより、2007年(平成19年)に関

西岩手県人会の下部組織として再発足、その後は著名な賢治

研究者をお招きし記念講演会を開催しています。

記念講演会に参加できなくても、後日講演録がおくられて

きます。年会費¥1,000ですので、それだけでも貴重ですが、

賢治忌当日は、比叡山入山料(\1,000)が無料(ご家族、友人同

伴も可)となります。

★★★ 新会員 自己紹介のコーナー ★★★

昨年12月から2月末までの間で家族会員を含む7名が入会されました。五十嵐みゆきさん

齊藤 颯さん、小野寺 修さん、佐々木聡子さん、百濟正和さん、伊藤修一・眞喜子さん

その中から滝沢市出身の齊藤 颯(サイトウ ソウ)さんの自己紹介です。

この度入会いたしました、齊藤颯と申します。趣味は野球です。大学まで野球をしていたこ

ともあり、高校、大学、社会人野球やプロ野球の観戦など野球が大好きです。出身は滝沢です。

生まれてから浪人時代まで滝沢で育ちました。関西岩手県人会には志賀さんよりご紹介いただ

き、大阪でも岩手の方と会えることに魅力を感じ入会しました。岩手には大学や社会人になっ

てからも年に２回ほど帰省しており、岩手は私にとって心の拠り所のような場所です。そんな

岩手とのつながりを大阪でも持てる機会をいただき志賀さんに感謝しております。県人会の方

に岩手や大阪のことなどたくさん教えていただけたらと考えています。何卒よろしくお願いい

たします。

本会にご入会の上、初秋のさわやかな比叡山を訪れ、賢治

忌法要＆記念講演会に参加されてはいかがでしょうか？

延暦寺根本中堂の横にある歌碑

氏 名 広 告

氏 名 現住所 生 年 出身地 所属／趣味／一言

菊池憲司 吹田市 昭和22年（1947） 盛岡市 海外・国内旅行、ソフトテニス

菊地茂昭 大阪市 昭和28年（1953） 一関市 アラ古希の皆さんの参加を！

菊池昌平 四条畷市 昭和19年（1944） 遠野市 鉄道に関する趣味

高橋豊文 長岡京市 昭和27年（1952） 北上市 今年は岩手の歌で勝負します (水森かおり)

立花正一 東大阪市 昭和24年（1949） 住田町 ふるさと岩手に感謝！

平野良夫 枚方市 昭和22年（1947） 花巻市 旅行(マイカー)・ゴルフ・読書・囲碁

Tel：072－743－3986
e-mail：fukada.m@iris.eonet.ne.jp

入会連絡先(深田稔)
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名 刺 広 告

会員証を清算時に
提示するだけでお会計の

10％引きとなります！

※会員証を紛失または受け取っていない方
は事務局(菊地or長澤)まで連絡ください。
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【2024年1月末日現在】

＊総 数……………134名

・会 員…………115名

・職域幹事………… 7名

・家族会員………… 7名

・顧 問………… 5名

〈事務局〉

＊総会…1/21(日)11：15～ 神仙閣大阪店

＊役員会

＊第1回1/17(水)・第2回6/12(水)・第3回12/11(水)

＊震災復興支援…能登半島地震災害義援金の募金

＊県人会創立70周年記念事業の検討…各部会で具体案を検討

＊関連組織・団体支援

＊関西宮沢賢治の会…第60回賢治忌法要＆記念講演9/21(土)

比叡山延暦寺

＊関西アテルイ・モレの会…慰霊祭9月中旬枚方市牧野公園

第31回阿弖流為・母禮之碑の法要11/9(土)京都清水寺

＊京都清水寺で南部風鈴を愛でる会…第15回南部風鈴を飾

る事業8月京都清水寺

＊京都岩手県人会…新年祝賀会＆女子駅伝岩手選手団慰労

会1/14(日)三木半旅館

総会・懇親会5月25日(土)京都聖護院御殿荘

鴨川納涼祭り8月上旬

＊関西奥州会…総会・懇親会6月22日(土)京都聖護院御殿荘

＊北水会近畿連合総会・懇親会(岩手大学農学部同窓会)

8月下旬

＊一祐会関西支部総会・懇親会(岩手大学理工学部同窓会)

11月中旬

＊北東北三県人会役員合同忘年会12月

＊その他…泉大津さんま祭り11月池上曽根史跡公園

〈親睦部会〉

＊新春懇親会…1/21(日)12：00～ 神仙閣大阪店

＊合同親睦お花見会…3月30日(土)京都聖護院御殿荘

＊第13回三県合同納涼ビアパーティ…7月20日(土)の予定

＊2025年度新春懇親会準備…日時・会場・プログラムの検討

〈スポーツ部会〉

＊第28回全国高校女子硬式野球選手権大会…7月下旬兵庫県内

の球場

＊第106回全国高校野球選手権大会…8月上旬甲子園球場

＊第69回全国軟式高校野球選手権大会…8月下旬明石市及び姫

路市

＊第104回全国高校ラグビー選手権大会…12月下旬花園ラグビー

場

＊第33回全日本高校女子サッカー選手権大会…12月下旬

＊親睦ゴルフ…桐友会例会（春・秋の2回）

〈広報部会〉

＊会報発行…「イーハトーブ」54号(3月)、55号(6月)、56号

(12月)を発行及び70周年記念号の検討

＊ホームページの更新…「岩手自慢」「会報誌」等の更新

＊新会員の勧誘活動…チラシ、ポスター、パンフレットの配

布など

54号も無事会員皆様のところにお届けできました。投稿し

てくださった方の御協力に感謝いたします。

入会申込み時に記入していただいたメールアドレスを事務

局からの連絡に利用しています。携帯やインターネットのプ

ロバイダーの変更、退職・転職等々でメールアドレスが変更

になる場合があるかと思います。その際は忘れずに県人会の

メールアドレスに連絡ください。また、メールはもう使用し

ないという方はイベントの案内返信ハガキにその旨お書きく

ださい。よろしくお願いいたします。 (編集子N)

事 務 局 掲 示 板

広 報 部 か ら の お 知 ら せ

〈会員募集ポスターや県人会のパンフレットをつくりました〉

広報部では県人会の会員募集ポスターやチラシ、県人会を

知っていただくためのパンフレットをつくりました。県人会

をアピールするため会員の皆様に利用していただき、新会員

獲得の一助になればと思います。

県人会紹介パンフレット

会員募集ポスター

〈関西岩手県人会からのお知らせ・県人会ひろば〉

県人会のホームページの「Information」の記事を開くか、

メニューの右端にある「お知らせ・会報誌」を開くと、記事

を確認できます。「関西岩手県人会からのお知らせ」には事

務局からの様々な行事の予定や参加申し込みのお知らせが掲

載されていますので、こまめに確認してください。「県人会

広場」には「青森・岩手えぇもんショップ」のお買い得情報

や県産品販売の情報、各種イベントやお祭りなどの内容を紹

介する投稿記事を掲載しています。大切なお知らせもありま

すので、必ずチェックしてください。

2024年の主な活動予定

編 集 後 記

県人会ホームページ：http://www.iwate-kansai.com

会 員 動 静

県人会へのメール：k7iwatek@yahoo.co.jp


